
 

 

 

 

 

 

 

 

春がやって来ました。 鳥たちが高

らかにさえずり、一気に春を感じま

す。 山に行けばなんだかウキウキワクワクしてき

ます。 タイトルバックは、コショウノキの花。 

沈丁花の仲間で、甘くて良い香りがします。 名前

の由来はコショウのように果実が非常に辛いからの

ようですが、香辛料のコショウとは関係ありませ

ん。 それどころか有毒なので、決してその甘い香

りに誘われて口にしてはいけません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

こちらはヒサカキの花。 常緑広葉樹で、森林整

備では伐採の対象となることが多い気の毒な樹木で

す。 小さな榊という意味の漢字は姫榊。 玉串と

して代用されることもある神聖な植物とも言えま

す。 ただ、花の香りは良くなくガス臭とか漬物臭

のような臭いを放ちます。 

 

 

 

 

 

 

 

地味ながらも花の姿が美しいシュンランです。 

春になると落ち葉の中から顔を出し、このように綺

麗な花を咲かせます。 愛好家も多く、乱獲が問題 

 

 

 

 

 

 

 

 

になったりします。 もし、森で見つけても、その

場で愛でて決して持ち帰らないでね。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

こちらは里山のチューリップ、アマナです。 日

当たりが良く、それでいてやや湿った場所を好むの

で、高い背丈の草地では生育できません。 だか

ら、草刈りや野焼きなどする里山に咲くことが多い

です。 晴れた日には花が開き、曇りや雨だとピタ

リと閉じてしまいます。 漢字では甘菜（アマナ）。 

球根はゆり根のように甘くて、かつては春の味覚だ

ったようですが、今は保護対象の植物なのでくれぐ

れも取らないでくださいね。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 こちらは梅ではなくハナモモです。 梅は早春の

まだ寒い時期に咲きますが、こちらのハナモモは梅

が散った後の春真っただ中に満開です。 梅のよう

な香りもありません。 よく似ていて勘違いしがち

ですが、梅と桃って全く別の植物なんですよね。 
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 リハビリというのは本当に面倒なものじゃ。 

「広範囲腱板断裂の術後リハビリは、たっぷり１年

かかりますよ」と言われ、足しげく通ってはおるも

のの、その成果はちっとも体感もできず、本当に元

通りになるんかいなという不安にも駆られてしま

う。 それなのに、ここに来てリハビリ師からは

「もしかしたら元通りにはならないかもしれません

ね」なんて脅されておる。 衰えた足腰・体力を回

復させるに思いのほか時間がかかり、焦りを覚える

ところじゃ。 激太りした体重をボチボチ減らすこ

とは何とか出来とるが、なんにしても若い頃のよう

にはいかんことを実感せざるをえん。 ほんに高齢

者の身体というのは思い通りにいかん厄介なものじ

ゃ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 さて、今回は森林の減少と、森林が吸収するＣＯ２

の関係について話をしよう。 少し前になるが、興

味深いデータが紹介されておった。 世界銀行によ

ると、世界中の森林面積は減り続けておるという。 

１９９２年に世界の陸地の３３％が森林だったのに

２０２２年には３１％と２ポイント減っておるとい

う。 ２ポイントとは１億７６００万ヘクタール、

侮るでないぞ。 なんと、日本列島４.７個分にも相

当する広さ。 ビックリじゃ。 現在も年間１００

０万ヘクタール近く減少しとるらしい。 そんなに

も徐々に減っておるとはのぅ。 

 

 

 ところがじゃ、ここからさらに驚くのが、世界の

森林が吸収するＣＯ２の量は５０年前からは、逆に約

５０億トンも増えているそうなのじゃ。 

 なな、なんと！ 森林面積は激減りしておるのに

相反して森林が吸収するＣＯ２量はドッカンと増えて

おると！？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 これは、どういうこと？！ 

 その理由は簡単じゃ。 地球温暖化の影響で森林

の光合成が活発化したからなんじゃ。 特に寒冷地

では温暖化で森林は活性し、ＣＯ２を活発に吸収する

ようになった。 ２％も面積が減っても、温暖化に

よる光合成がそれをはるかに上回るという驚きの結

果じゃ。 しかし、「ならば、森林が減っても問題な

いじゃん」とはならんのじゃな。 温暖化は森林や

植物の光合成にとっては、勿論、悪いことではない

が、これじゃ我々人間が干上がってしまう。 この

まま森林が減り続けるとどこかで、地球環境が破綻

へと向かうターンポイントが来てしまうのは火を見

るより明らかじゃ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 しかしじゃ、森林減少と吸収量の増減についてそ

の事情は地域によっても大きく違うのじゃ。 例え

ばアジアの森林は１９９０年からの３０年間で３８

００万ヘクタール増えておる。 北海道４.５個分く
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（じじい）のつぶやきコラム 



らいの面積じゃな。 これは、中国西部の砂漠に大規

模植林を進めたことが大きい。 中国はこの３０年

間で森林面積割合を１６. ３％→２３.８％へと拡大

させておる。 なかなかやるじゃないか。 欧州で

も２３００万ヘクタール増やしておるが、これは、

植林活動に加えて、放牧地が減り森林が回復したこ

とも寄与しておる。 アメリカ・カナダなどの北中

米では微減程度で大きくは変わっておらん。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 では、どこが森林を減らしておるかというと、南

米とアフリカじゃ。 ３０年間でなんと２億４００

０万ヘクタールも減少しておるそうな。 日本６.４

個分の広さの減少じゃ。 ブラジルでは食肉や大豆

の生産のために森林を伐り倒し、アフリカに至って

は燃料調達とカカオなどの農作物栽培のために伐り

まくっとるらしい。 

 「ああ、何ということじゃ！ 未開の地は地球環

境の事を考えておらんのぅ」などと嘆く前に、で

は、国土の６割以上を森林で占める日本はどうじ

ゃ？ 森林面積はほぼ変わらんのに、ＣＯ２吸収量が

激減しておるのじゃ。 ２００３年にはＣＯ２吸収量

は１億１０００万トンと最高を記録した後、減少し

続け、２０２２年にはなんと６０００万トンにまで

減っておるというのじゃから。 ２０年間でピーク

時の半分にまで減少させておる。 森林面積自体は

変わらんのに！？ 

なぜじゃ！ 

 

 

 

 

 

 

 

それはな、森林の高齢化なんじゃ。 ワシも高齢

化で身体能力が衰える一方じゃが、それと同じよう

に、樹木も５０歳を超えると成長が鈍くなり、ＣＯ２

の吸収量もどんどん減っていくというわけじゃ。 

日本の森林と言えば４割を占めるスギやヒノキなど

の人工林じゃが、その大半がワシと同じく５０歳超

え。 木の世界にも年寄り問題があり、老木は役立

たずというわけじゃ（涙） 

どうすれば良いか。 それはな、樹齢５０年を超

えた老木は建材などに活用するためバンバン伐っ

て、若い苗木を植え替えて世代交代させねばならん

のじゃ。 残酷でちょっと切ないけれど、人間の世

界と同んなじじゃ。 

 いつまでも、組織（森林）にしがみついて活性化

を阻害するばかりではええことなしじゃぞ。 ええ

か、バッサリ切り倒されて、しっかり世の中のため

にならねばな。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

さて、老人大学の大学院が始まった。 ピカピカ

の１年生になったわけじゃ。 しかも、このわしが

クラスで一番若いのに委員長じゃぞ。 まあここで

は、わしは若い苗木なんじゃ。 いろんなものを吸

収して発言しながら、クラスメートたちの活性化を

促すとしよう。 さっそく初授業の後、クラス委員

５人でミーティングをカフェでしたのじゃが、盛り

上がることこの上なし。 アルコールも入っておら

んのに、女性もおられるから賑やかでな。 ほんの

一時じゃったが、大いに笑って楽しんだ。 これか

らの学生生活が楽しみでしょうがないわい。 皆ん

も、いずれ歳を取ったら、組織やしがらみから離れ

積極的に羽ばたいで、老後の道を切り開くのじゃ

ぞ。 

「叩けよ、されば開かれんじゃ。」 
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          シイタケがポンポン出てい 

ると、活動日の前の週に公

園から連絡を受け、収穫に行ったのですが、この日

もまた収穫出来ました。 原木シイタケは一度食べ

ると病みつきになるおいしさ。 皆さんにもぜひ味

わってもらいたいです。 というわけで、今回はシ

イタケ培地のホダ木を立てかけるウマのメンテナン

ス作業から始まりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 これまでは、間伐材を使っていたのですが、培地

は日陰で湿度が高く、傷むのがはやいので、丈夫な

金属単管を組んで作ります。 これなら、少々の事

では傷みにくく、何より組み立てがらくちんなので

す。 先月、駒菌を打ち込んだホダ木も板伏せから

本伏せしてバッチリ仕上げました。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 その後、虹の森に移動したものの、途中の水路が

詰まっていて、石畳が冠水しちゃって水浸し。 何

とか溝を通そうと試みましたが、ちっともうまくい

きません。 

 仕方がなく、そこを避けて虹の森まで進み、尾根

筋の遊歩道にある階段を補修する為の資材の伐採を

始めます。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 何もかも現地の材料を使い、階段を作り直すので

すが、急な斜面でなかなか作業が思うように進みま

せん。 その後は、今度森で新入社員達が研修を行

う時の部材の準備を整えました。 彼らはこの森を

楽しんでくれるかなぁ。 そんなこんなで、予定し

ていたウッドデッキの仕上げ造作には着手できず、

次回までお預けとなりました。 来月は恒例の新緑

まつりで活動はお休みです。 模擬店ブースを出展

するので、ＧＷは家族そろって新緑まつりにお越し

くださいね。 虹技ブースで待っていま～す。 

 

 

 

 

 

 


